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 本論文は、1917年のロシア革命の後に来日した亡命ロシア人、いわゆる「白系ロシア人」の日本で
の事跡と、彼らが近代日本の社会と文化に与えた大きな影響を、さまざまな既刊及び未刊の資料を駆
使して可能な限り明らかにしようとするものである。日本に来た白系ロシア人は、チョコレート製造の
モロゾフ、バレリーナのパーヴロワ、野球選手のスタルヒンなど、一部の有名人を除いてこれまでその
実態はほとんど把握されておらず、わが国のロシア研究、比較文化研究、日本史・日本文化研究のなか
で立ち後れている分野の一つである。 
 1991年末のソ連邦の崩壊にともない、ロシア国内ではモスクワ、サンクト・ペテルブルグ、ノヴォ
シビルスクの大学、研究所、図書館、文書館などで白系ロシア人の業績の再評価が盛んに進められて
おり、ウラヂヴォストークやハバロフスクなど極東地方でもアジアの国々への亡命者の調査と研究が
行われている。アメリカではハワイ大学やスタンフォード大学フーバー研究所、カリフォルニア大学
バークレー校などを中心に白系ロシア人の研究が進み、関連の出版物が相次いで刊行されている。カ
ナダでも1994年から2000年まで O. バキチ教授（トロント大学）が露文の年誌『アジアにおけるロシ
ア人』（Россияне в Азии）を発行し、『ハルビンのロシア語印刷物』（Harbin Russian Imprints、200
2年）を上梓した。オーストラリアでも露文雑誌『オーストラリアーダ』（Австралиада）や『ポリテ
フニク』（Политехник）などが出続けている。 
 しかしながら、これらはすべて満州、とりわけハルビンの白系ロシア人を対象としたものであり、
日本に移住したロシア人については世界的に見て研究の完全な「空白地帯」になっていて、日本側の
情報と研究の進展が切に待ち望まれている。その意味で本論文はこの「空白地帯」を幾分なりとも埋
めることをも目的としている。 
 本論文の目次は以下のとおりである。 
 
 まえがき 
 地 図 
 凡 例 
 第 1 章   白系ロシア人のイメージ 
        「哀切で、美しく、はかない」イメージ 
        「帝政ロシア貴族の、優雅で誇り高い」イメージ 
        「ロシア正教のエキゾチック」なイメージ 
        「奇矯な振る舞い」のイメージ 
        「力強い」イメージ 
 第 2 章   白系ロシア人と近代日本文化 
        日常生活への影響 
1. 服 装 
2. 食文化 
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(a) パ ン (b) ピロシキ、ロシア菓子 (c) 高級チョコレート（「ロマノフ」
チョコレート） (d) ロシア料理レストラン (e) 食料・雑貨店 
3. 美 容 
4. 医 療 
5. 憲法の男女平等 
6. ごみ焼却炉 
7. やくざ 
        芸術面の影響 
1. 音 楽 
(a) ピアノ (b) バイオリン (c) 指揮者と交響楽団 (d) 声 楽 (e) 作 
曲  
2. オペラ 
3. バレエ 
4. 社交ダンス 
5. 映 画 
6. 宝塚歌劇団 
7. 絵 画 
8. 建 築 
9. 芸能界 
        教育・学術面の影響 
1. ロシア語、ロシア文学 
2. 日本文学 
3. 哲 学 
4. 民俗学 
5. 人類学 
6. 化 学 
7. 水産学 
8. 言語学 
9. 平炉の建設 
        スポーツ面の影響 
1. 野 球 
2. レスリング 
3. ラグビー 
4. サンボ 
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5. 相 撲 
6. 水 泳 
 第 3 章   パーヴェル・ヴァスケーヴィチの北陸旅行 
        東洋学院 
        旅行の背景 
1. 旅行費用 
2. 対岸航路の開設 
3. ヴァスケーヴィチの日本語の語学力 
        新潟市到着まで 
1. 旅行の日程とルート 
2. 二葉亭四迷と戸水寛人 
3. 大津事件の人力車夫の訪問 
4. 北陸地方のロシア語教育 
        新潟市訪問 
1. ヴァスケーヴィチが訪問した施設・場所、面会・言及した人物 
2. 新潟側の反響 
        旅行と『旅行日誌』の意義 
1. 日露戦争との関わり 
2. ヴァスケーヴィチが得たもの 
3. すさまじい情報・資料収集能力 
4. 今日の日本にとっての意義 
 第 4 章   ワシーリイ・シェルストビートフと室生犀星 
        シェルストビートフの来日 
        日本露国人協会 
        『ロシアの大義』紙と在日本露西亜国民統一会 
        「ロシアの大義」社社員 
        室生犀星との出会い 
        ハルビンへ 
        犀星との再会 
        桃山小学校 
        アサコサン人形 
        ワシリイ先生の授業 
        シェルストビートフの最期 
        仏像の里帰り 
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 第 5 章   プーシキン没後 100 年祭（1937 年、東京） 
        日本在住亡命露人協会 
        1937 年 2 月 11 日 
        ニコライ堂とセルギイ府主教 
        P. P. ペトロフ 
        亡命ロシア人芸術家たち 
        G. I. チェルトコーフ 
        A. S. プーシキン名称ロシア初等国民学校 
        世界各地のプーシキン祭 
        プーシキンとロシアと亡命 
 第 6 章   『ルベーシュ』誌の来日ロシア人関係記事 
        『ルベーシュ』について 
        記事の分類 
        日本在住ロシア人 
1. ロシア人 
(a) 音 楽 (b) 組織・催し物 (c) 学 校 (d) 生 活 (e) バレエ (f) 
その他 
2. 日本ハリストス正教会 
3. タタール人 
        日本訪問ロシア人 
1. バレリーナ 
2. 音楽家 
3. スポーツ選手 
4. その他 
 第 7 章   女優スラーヴィナ母娘の旅路 
        名門の家系 
        流転の始まり 
        スラーヴィナ劇団 
        日本映画とともに 
        関東大震災 
        姉と妹 
        日本在住亡命露人協会での活躍 
        別 離 
        ぼくのロシア 
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 第 8 章   大阪外語のロシア人教師 
        ニコライ・ネフスキイ 
1. 来日と結婚 
2. 帰国と死 
3. 大阪外語のネフスキイ 
        オレスト・プレトネル 
1. 三度の来日 
2. 大阪外語のプレトネル 
3. 生涯無国籍 
        アンドレイ・ロマーエフ 
1. 歴史の波に翻弄された運命 
2. 神戸露国避難民協会 
3. 大阪外語のロマーエフ 
 第 9 章   漁業家リューリ一族 
        リューリ商会 
        エラ・リューリの生涯 
        エラの回想記 
        エラによる写真の説明 
 第 10 章  「来日ロシア人（1917−1945 年）」書誌 図書編 
        凡 例 
        来日ロシア人の著作 
1. 日本語 
2. 英 語 
3. ドイツ語 
4. エスペラント語 
5. アラビア語 
        来日ロシア人に関する著作 
1. 日本語 
2. 英 語 
 第 11 章  「日本で出たロシア語刊行物（1861−1988 年）」書誌 
        凡 例 
        所蔵先略称一覧 
        図 書 
        雑 誌 
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        新 聞 
 あとがき 
 初出一覧 
 主要参考文献 
 写真・図版の出典 
 人名索引 
 
 まず「まえがき」で本論文における「白系ロシア人」の定義づけを行い、彼らの来日の年、来日人
数などの基礎データを提示した。 
 第 1 章「白系ロシア人のイメージ」と第 2 章「白系ロシア人と近代日本文化」は、本論文の導入部
にあたる。第 1 章ではまず白系ロシア人とソ連人のイメージ（「左翼思想」のイメージ、「恐ろしい」
イメージ、「冷淡で融通がきかない」イメージ、「強大」なイメージ、「優れた芸術と文化」のイメージ）
の相違に触れ、次いで白系ロシア人の代表的なイメージとして、「哀切で、美しく、はかない」イメー
ジ、「帝政ロシア貴族の、優雅で誇り高い」イメージ、「ロシア正教のエキゾチック」なイメージ、「奇
矯な振る舞い」のイメージ、「力強い」イメージの五つを、具体的な人物名や事例を挙げながら説明し
た。 
 第 2 章では、白系ロシア人が近代日本の社会と文化に与えた影響を、日常生活（服装、食文化、美
容、医療、憲法の男女平等、ごみ焼却炉、やくざ）、芸術（音楽、オペラ、バレエ、社交ダンス、映画、
宝塚歌劇団、絵画、建築、芸能界）、教育・学術（ロシア語・ロシア文学、日本文学、哲学、民俗学、
人類学、化学、水産学、言語学、平炉の建設）、スポーツ（野球、レスリング、ラグビー、サンボ、相
撲、水泳）の四つの領域に大別し、それぞれをさらに細かい項目に分けて、現在判明している限りの
人物名とその簡略な説明、エピソードを記した。 
 
 上記 2 章の内容をさらに補足、深化させようとするのが、第 5 章「プーシキン没後 100 年祭（1937
年、東京）」と第 6 章「『ルベーシュ』誌の来日ロシア人関係記事」である。第 5 章では、1937 年 2 月
11 日に東京のニコライ堂と基督教青年会館で白系ロシア人が催した、ロシアの詩人 A. S. プーシキン
の没後 100 年祭のポスターを手がかりとして、ポスターに挙げられたすべての項目の人名、事項名に
逐一詳細な注釈を付すことによって、当時の日本国内の白系ロシア人の組織や活動、生活の実態、そ
して同時期に世界各地で催されたプーシキン祭の模様を詳らかにしようとした。 
 第 6 章では、1926 年から 1945 年までハルビンの白系ロシア人が発行していた露文週刊誌『ルベーシ
ュ』（国境）に掲載された来日ロシア人関係の記事を取り上げた。そしてそれらを日本在住のロシア人
と一時的に訪日したロシア人に関わるものに分け、さらに前者をロシア人（音楽、組織・催し物、学
校、生活、バレエ、その他）、日本ハリストス正教会、タタール人、後者をバレリーナ、音楽家、スポ
ーツ選手、その他に分類して紹介することによって、日本側の資料と情報を補填しようとした。 
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 第 3 章「パーヴェル・ヴァスケーヴィチの北陸旅行」、第 4 章「ワシーリイ・シェルストビートフと
室生犀星」、第 7 章「女優スラーヴィナ母娘の旅路」、第 8 章「大阪外語のロシア人教師」、第 9 章「漁
業家リューリ一族」は、白系ロシア人の個別の人物や事例を取り上げた。第 3 章は、後に日本に亡命
することになるP. G. ヴァスケーヴィチが 1902 年（明治 35 年）、東洋学院（ウラヂヴォストーク）の学
生時代に学院から派遣されて日本の北陸地方を訪れ、福井県の敦賀市とその周辺部から、福井市、三
国市、石川県の山代温泉、山中温泉、那谷
な た
村、粟津温泉、小松市、金沢市、七尾港、和倉温泉、富山
県の伏木市、高岡市、富山市、伏木市、新潟県の直江津港、新潟市まで調査旅行を行って、浩瀚な旅
行記をまとめたが、新潟市を中心にその記述を追って、彼の観た日本と日本人像を紹介し、併せて日
本側の資料と比較検討した。 
 第 4 章では、日本で困窮生活を送り、その後ハルビンに渡って日本人学校の桃山小学校で日本の児
童にロシア語を教えた〈清貧の人〉V. V. シェルストビートフの生涯と、東京での作家・室生犀星との
交流、ハルビンでの両者の再会の模様、そして桃山小学校の教え子たちの回想を紹介した。併せてシ
ェルストビートフが日本で関与した白系ロシア人の組織「日本露国人協会」、「在日本露西亜国民統一
会」や、「ロシアの大義」出版社の活動も取り上げた。 
 第 7 章は、運命のいたずらで二人の娘を連れて日本に亡命し、「スラーヴィナ劇団」を結成して日本
全国を巡業したモスクワ・マールイ劇場出身の女優アンナ・スラーヴィナ、同じく女優となり日本映
画草創期の松竹キネマのヒロインとして活躍し、外国人最初の日本舞踊の名取にもなったその長女キ
ティー・スラーヴィナ、ハンセン病に苦しみつつ日本語で詩を書いた孫コンスタンチンの、19 世紀末
から 21 世紀初頭にわたる時代に数奇な運命をたどった一家三代の物語である。この章は、群馬県吾妻
郡草津町在住のコンスタンチン・トルシチョーフ氏ご本人からの聞き取り調査に基づき、それを文献
調査で補ったものである。 
 第 8 章では、1921 年創設の大阪外国語学校露語部で教鞭を執り、学生たちに慕われた三人のロシア
人教師、N. A. ネフスキイ、O. V. プレトネル、A. L. ロマーエフの歴史の波に翻弄された生涯と、大阪
外語での教師ぶり、そして学生たちの回想を紹介した。日本の民俗学と西夏語研究で有名なネフスキ
イは、帰国後日本人妻ともども「日本のスパイ」の容疑で逮捕、銃殺された。音声学を専門とするプ
レトネルは、神戸に居住して作家・谷崎潤一郎と親交を結び、生涯無国籍を通した。北サハリンで日
本軍の司法部顧問をつとめていたロマーエフは、1925 年の日本軍サハリン撤兵前に日本に移り、神戸
に居住して、「神戸露国避難民協会」で活動した。 
 第 9 章は、北洋漁業で隆盛を極めた「リューリ商会」の創設者メイエル・リューリとその娘エラ・
リューリ=ウィズウェルの波乱に富んだ生涯と、エラの函館での少女時代の回想記、彼女の両親の銀婚
式の折りの写真とそこに写った人々の紹介である。この章は、ハワイ・ホノルル市在住のエラ・リュ
ーリ=ウィズウェル女史ご本人からの聞き取り調査と提供資料に基づき、それを文献調査で補ったもの
である。 
 以上、「まえがき」から第 9 章まではできる限り詳細な注を付して、出典の明示と先行研究の確認に
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努めた。 
 
 第 10 章「「来日ロシア人（1917−1945 年）」書誌 図書編」、第 11 章「「日本で出たロシア語刊行物」
書誌」、そして巻末の「主要参考文献」と「人名索引」は、本論文のなかで重要な位置を占めている。
本論文の特徴の一つは、精密な書誌作成作業に基づいた実証的研究という点にあり、このような書誌
はこれまでわが国に存在しなかった。これらの書誌や文献目録、索引は、白系ロシア人を主とする来
日ロシア人に関するもっとも新しくて詳しい情報、そして関連資料への良き手がかりを提供すること
を目的としている。 
 第 10 章は、1917 年から 1945 年の間に来日したロシア人及びその子孫が日本で刊行した図書と、彼
らの生涯や活動をテーマとして日本で刊行された図書の書誌である。それぞれ日本語、英語、ドイツ
語、エスペラント語、アラビア語の図書に分類し、各人物の生没年、生没地と略歴を添えた。 
 第 11 章は、幕末期（1861 年、万延 2 年）から昭和末年（1988 年）までに日本で出たロシア語の図
書、雑誌、新聞の書誌である。ここにはロシア語の日本語訳とラテン文字表記、図書は著・編者の略
歴、雑誌、新聞の場合は出版物とそれに関係したロシア人や日本人の略歴、そして日本国内はもとよ
り世界各地の図書館、文書館等でのこれらの図書、雑誌、新聞の巻・号の所蔵状況の情報を添えた。
以上 2 章には本論文巻頭の「凡例」とは別個に「凡例」を立てた。「主要参考文献」には、外務省外交
史料館所蔵史料などの未刊行文書、外事警察資料、図書、事典・目録・統計年鑑・年表、論文、回想・
エッセー、新聞記事、その他の、本論文で引用した資料をすべて挙げ、それぞれを言語別に分類して
配列した。 
 
 本論文巻頭には地図を入れて、本文中に登場する地名の把握を容易にするよう努めた。「あとがき」
には大学院時代からこれまでの自分の研究の歩み、1998 年から 2005 年までシドニー、ハワイ、プラハ、
サンフランシスコ、サンクト・ペテルブルグ、モスクワで行った調査と資料収集の様子、そしてお世
話になった国内外の方々と機関への謝辞を記した。また巻末に「初出一覧」の頁を設けて、既発表の
章については初出の図書・雑誌・紀要名を明示した。本論文に収録するにあたり、大幅な加筆訂正を
加えたことは言うまでもない。 
 本論文にはこれまで未発表、もしくは日本の一般読者にはほとんど知られていない写真や図版類を
計 87 点掲載し、その出典を巻末に示した。 
 
 申請者はこの 10 年ほどの間に国内外で数多くの白系ロシア人やその子孫、関係者の方々から聞き取
り調査を行った。その成果は本論文のほぼ全章に反映している。そのなかには上記トルシチョーフ氏
やリューリ=ウィズウェル女史、そしてロマーエフの教え子のようにその後故人となった方も何人かお
られ、今となっては極めて貴重な証言と言えよう。 
 また申請者は、東京の外務省外交史料館に所蔵されている膨大な量の史料に目を通すことができた。
これは当時の日本の外事警察による白系ロシア人監視の記録であり、今日の研究者にとっては第一級
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の史料となっているが、これまで研究者によって十分に利用されていなかった。この成果は本書のほ
ぼ全章に反映している。 
 さらに申請者は国内の図書館、文書館はもとより、ハワイ大学ハミルトン図書館、サンフランシス
コのロシア文化博物館と郊外パロ・アルト市のスタンフォード大学フーバー研究所、プラハのスラブ
図書館、シドニーの『オーストラリアーダ』誌編集部、ウラヂヴォストークのアムール地方研究協会
図書館、サンクト・ペテルブルグのロシア国立図書館、ロシア科学アカデミー東洋学研究所図書館、
サンクト・ペテルブルグ国立大学東洋学部図書館、モスクワのロシア国立図書館、ロシア連邦国立文
書館を訪れて調査と資料収集を行なった。その成果は本論文の第 6、10、11 章などに生かされている。 
 
